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研究成果の概要（和文）：保幼小の造形活動における材料用具のカリキュラム、指導（使用）開始時期、保育者の保幼
小連携への意識調査を大阪市内と北九州市内の全保育施設を対象に行った。幼小の校種間で意識の差があること、保育
現場でも急ぎすぎた指導の可能性があることなどが明確になった。また、小学校教育における国語や算数といった教科
と幼児教育における造形活動との関連を示すために、造形の遊び場面が教科学習に繋がっていると思われる場面などを
調査し、学習指導要領から各教科の学習単元のもとになる活動、重なる活動の割合をグラフに数値化した。幼児の造形
活動が知的教科の初期の概念をつくる活動となっていることが証明できた。

研究成果の概要（英文）：I researched opinion poll and curriculums of the instruction material and tools in
 preschools(kindergaerten)in Osaka and Kitakyushu, that child Art activities to connect education from pre
school to elementary school .It became clear that there is a difference of consciousness between preschool
 teachers and elementary school teachers, and there is possibility of instruction hurried too much at pres
chools.I reserched the scene where it seemed that the art activities of young children related with subjec
ts and early childhood education in elementary education.
It make clear the rate of the activity which becomes a basis of the study unit of each subject from the go
vernment guidelines for teaching and which works and overlaps was evaluated in the graph.It has proved tha
t the art activities of young childrens are builds the concept in early stages of an intellectual subjects
.
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１．研究開始当初の背景 
近年、低年齢児から英語や体操といった

教室に熱心に通わせる親、保育施設でも、
文字や英語の指導、保育における科学的思
考をキーワードにした本が米国より紹介さ
れるなど、日本の幼児教育において知的教
育に関心が高まっている。しかしながら、
日本における幼児教育は総合的に行われる
生活基盤型の保育であり、幼児期の発達に
適した教育・保育課程において学びを培う
ものであるため、幼児の知的な学びは一般
的には理解されづらく、小学校での教科指
導と同じ内容を幼児に楽しく指導するなど、
誤ってとらえらることがある。 
また、多様な保育が展開される日本では、

知的教育へのニーズはあるものの生活基盤
型の保育で総合的に人格形成を進めている
ので、知的教育に焦点を絞りにくい。その
ため、保幼小連携が推進されている現状に
おいて研究は始まったばかりで少ないか、
または、成果はどちらかの視点に偏りすぎ
てしまうことがある。それには、保幼小連
携を進める上でも、両輪として進められる
べき学びと発達という観点が十分に理解さ
れず、例えば、学びをつなげたい小学校の
教員と、子どもの発達をつなげたい幼児教
育の保育者間で、話し合いは、まとまりに
くい現状がある。未だ、国内では子ども主
体の遊びから知的教育に焦点を当てた研究
の事例は未だ少ないといえよう。 
 
２．研究の目的 
 以上のような経緯から、文字の読み書き
に代表される小学校の教科学習をそのまま
幼児に提供するのではなく、幼児教育の学
びに焦点を当て、現行の幼児教育の学びが
小学校の教科学習の土台を育む経験にもな
っていることを示すことで、保幼小接続の
ための理解を促進する。研究の範囲として、
ここでは幼児教育における造形活動に関わ
る活動の内容や過程、教育課程に限定する。
造形の活動は、領域「表現」において特記
されることが多いが、実際には、グループ
で活動をして「人間関係」の育ちをねらい
にしたり、砂や水などを扱って領域「環境」
とも密接であったりと、総合的に行われて
いる。本課題では、造形活動を見直し、改
めて着目することによって、低年齢児にお
ける新たな知的教育の視点を提案する。 

３．研究の方法 
 本研究では、１）造形活動に関わる材料
用具を扱い始める平均的年齢と、保育者の
幼小連携への意識について状況について保
育現場を中心に調査し、現状理解を行う。
２）造形活動の過程の中で絵やつくったも
のを互いにみあって思考する鑑賞活動につ
いて調査を行う。幼児の鑑賞では、日常で
お互いに絵をみたり一緒に制作したりする
場面はよくみられるが、みんなの前で話す
ことにのみ主眼が置かれがちである。そこ
で、より効果的な幼児の鑑賞の方法を模索
するために実践的な調査を行う。３）知的
教育について小学校における国語、算数、
生活、理科、社会の５教科と、幼児の造形
活動の学びや活動の関連について、学習指
導要領の各単元をもとに調査をする。調査
結果はグラフ化し、また、教科ごとに関わ
りの強い遊びを抽出し、教科ごとの関連に
ついて特徴をまとめる。 
本研究では、子どもの造形活動において、

子どもたちが単に制作するのみではなく、
様々な学びの過程をもっていることに注目
する。例えば、導入時には、子どもたちは、
保育者の話を主体的に聞いたり、グループ
で話し合って意見を出しあってイメージを
広げたり、材料用具の扱い方を知って試す
などを行う。また、活動によっては、図鑑
を調べたり、協働で問題を解決したり、材
料を準備したり片づけたりするなど、制作
や話し合いといった様々な場面がある。 
幼児・児童の思考は具体的な事物を用い

て思考を深め、その後、抽象概念を扱える
ようになるという発達的特徴があるため、
日常的に物と関わる造形は、子どもの思考
に大きな影響を与えると考え、対象とする。 
 

 
４．研究成果 
(1)材料用具のカ
リキュラム調査 
幼児教育現場の

材料用具の使用状
況について現状を
理解するため調査
を行った。北九州
市及び大阪市内の
幼稚園・保育所を
対象に材料と用具



に関するアンケート調査を行った。大阪市
内幼稚園及び保育所から 165 園の回答（回
収率 21.9%）と，北九州市内幼稚園及び保
育所から 108 園の回答(回収率 43.0%)があ
った。 
「問.材料用具の導入時期がカリキュラムに

あるか」では、幼児教育において，どのよう

な遊びをいつごろ行うのかは，子どもの様子

を見ながら，随時変更し適応させていくが，

８割以上の園で教育課程，保育課程としても

大まかに材料用具についてのカリキュラム

があることが分かった。 

平均年齢（０歳クラス平均を 0.5 歳と計算）    

また、各材料用具の使用について使用し始
める時期について表にした。例えば、材料
用具を使い始める時期についても、上図のよ
うな平均的なデータを得た。子どもにとって
はじめて「つくる」ための用具としてはさみ，
のり木工用ボンドとセロハンテープの使用
については，大阪も北九州も３歳クラスをピ
ークにして教えて始めていることが分かる。 
これをみれば分かるように、かなり低年齢
から実際には使用をしている。 
ただし、参考までに佐賀市Ｋ小学校小学

校教員でアンケートをとった結果と、先の
データを比較してみた。ここで挙げられた
項目については、４か月～１歳程度遅く、

小学校教員は低年齢児が使用を開始してい
ると想定していた。加えて、約３割が想定
すらできないず、分からないと答えている
ことも注目したい。つまり、幼小接続とい
った場合に、学校や園全体で子どもを育む
と考えれば、保育者の意識は高く、小学校
教員は、幼小間で接続への意識は個人差が
大きい。しかしながら、どちらも研修など
で理解したいという意見も多数あった。 
 
(2)幼児の鑑賞による発話の分析調査 

４歳と５歳クラスによる発話ポイントの
内容分類と比較を行った。子どもの発話を
１文ずつに分け、内容ごとに文の数で分類
し、数値化したところ、５歳は、絵をみて
子どもの言葉を聞いて伝え、創造し、その
関連から推測を深める発話が４歳よりも多
くみられた。４歳は○○のようだ！と自分
なりに考えて伝えて喜ぶ姿が５歳児よりも
多かった。年齢に応じた鑑賞は、幼児の発
話を促し、思考を促す機会となる。また、
幼児は主観的であるため、友達の話を聞か
ないといわれるが、この活動の場面では、
友達の意見を聞いて推理したり反論したり
同意したりなど関連して話をする姿が多く
見られた。図で示したように全発話数のう
ち、４歳は 37.5%で、５歳は 45.1%で関連し
て発想をしたり意見を言ったりしていた。
作品をみんなでみる鑑賞は幼児なりに友達
の話に耳を傾けて自分の想像を広げられる
楽しい学びの手法となる。このように造形
に関わって友達や保育
者と対話したり、それ
を元に思考したりする
ことは、未分化な幼児
にとって総合的な活動
となるので分かりやす
い。 
 
 



(3)幼児の造形の遊びと教科の関連調査 
 日常の造形活動の場面では、どんぐりゴ
マをつくるのに中心に軸をささないとコマ
がうまく回らない「重心の理解」、水を入れ
たバケツは量が多くなると重くなる「数と
量の理解」、お店屋さんごっこでお金やチケ
ットなどを渡して商品を買う「社会の仕組
み」などの例にみられるように、子どもた
ちは生活の中で様々な発見や体験を感覚的
に造形活動の中で行っている。こうした幼
児教育における経験が小学校教育における
学びの基礎となっているが、これまで研究
として注目されず、幼児教育における遊び
が小学校に理解されていないと考えられる。 
そこで、こうした幼児が広い意味での造

形活動の過程で経験する直感的な学びを培
っていくことができる遊びと、小学校学習
指導要領における各学年の教科単元の関連
を調査した。幼児期の造形の直感的な遊び
が単元の基礎的な理解となって理解される
と考えられる、幼児期の経験から児童期の
学びにつなぐ①直接的な重なりと、②間接
的な経験について、小学校１年生から６年
生までの教育課程を範囲とし、主に学習指
導要領から調べた。造形活動については、
活動の過程を大まかに分類し、導入時には
話し合いがされたり、用具の扱いの説明が
ったりというように、幼児の活動内容につ
いても細分類を行い、①直接的②間接的に
単元と関連すると思われるものについてポ
イントを加算し、その結果を以下のグラフ
に示している。 
国語科では、１・２年生で、Ａ話すこと・

聞くことが導入とエ大事なことを落とさず
興味を持って聞く、オ互いの話を集中して
聞き、話題にそって話し合う事など、人間
関係での関わりが直接的に多く、Ｂ書くこ
ととでも関連があった。造形活動の過程で
は、協働制作や、鑑賞、ごっこ遊び、劇遊
び、絵本づくり、発表、話し合い場面が考
えらえる。 
算数科では、素材とであう造形の場面は、

全学年で算数の学習全体を通して、間接的

に基礎を培う経験になっている。数や量、

長さの感覚的イメージを培っている。領域
では、２～６年生にあるＣ図形は、直接的
に常に重なりがある。また、１～３年生の
Ａ数と計算、Ｂ量と測定、Ｄ数量関係は、
であいの造形場面と直接、間接的に関わり
が強い。遊びは、積み木、砂場、空き箱で
造形遊び、お店屋さんごっこ、色水、制作、
構成遊び、準備片づけが共通する。 
理科では、３年生では、Ａ物質・エネル

ギー（物と重さ、風やゴムの働き、光の性
質、磁石の性質、電気の通り道）、Ｂ生命・
地球（身近な自然の観察。太陽と地面の様
子）すべてに関連が直接的、間接的に多く
見られる。かつ、Ａでは３種類以上のもの
づくりを行うこととある。遊びでは、砂場
遊びや、泥団子づくり、粘土、風車制作、
船の制作、色水づくり、風船遊び、カラー
セロファン、魚釣り、観察画、ペットボト
ルロケット、雪でかき氷、ピタゴラス装置
などは共通である。 
社会では、「２ 内容」のうち、３・４年

生では（１）自分たちの住んでいる身近な
地域や市（区，町，村）についての観察，
調査は、共通し、（２）地域の生産や販売、
仕事、（４）地域の安全を守る人や機関（５）
地域の人々の生活や先人、（６）県の様子や
特色は間接的に関わることが多い。遊びで
は、個々から共同に展開する、お店屋さん
ごっこや、砂場や積
み木といったものを
見立てて町のイメー
ジに展開する造形遊
びは、共通である。
イメージを育む点で
間接的基礎を培うと
いえる。 



生活科は、９項目中すべてで直接、間接
的に関わりがとても多い。幼小をつなぐ教
科であることが改めて分かる。遊びでは、
お散歩、探検、遠足から造形、園の行事で
の祭りや、お店屋さん準備、飼育栽培の造
形、伝承遊び、生活経験とつながる造形遊
び、片づけなどが共通する。 
以上、小学校単元との関連を調べ、教科

によっては間接的には６年生までの系統的
学習の基礎を培う遊び、直接的経験とつが
る単元を見いだせた。 
小学校児童の学びが自らの経験とつなが

り、「分かる！」「おもしろい！」と実感で
きる学びにするためには、幼児期の身体感
覚経験や、語り合い確かめる時間が必要で
ある。校種を超えて互いの理解を促すこと
でのみ、理解は深まる。幼児の経験理解が
小学校教員と保育者で共有されることで、
小学校での学習が幼児期の経験的学びから
発展していくことが可視化され、ひいては
児童が「分かる」ことの実感を深めること
につながると考えられる。 
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